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このカメラの機能を十々に活用していただくために、この使用説明書をご使用前に 
わ読みください。またお読みになった巧は、保証書、アフターサービスのご案内と 
ともに大切じな管してください。 
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基本編 


この章では、撮影前のを備と、もっとも簡単な撮影方法を説明して 
います。巧めてカメラをご使用になる方でも、この章をお読みいた 
だければ簡単に撮影ができます。 


※を部のを称はこの使用説明書の最後にあります。 
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図のように取り付けます。 

• 反が側も同樣に取り巧けます。 

•別売の/、ンドストラップと合わせて使用 
される場合は、 ハンド ストラップの使用 
説明書をご覧ください。 


アイ ピースカップ 


接眼枠の上から差し込みます。 
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レンズの取り付け方/取りがし方 


電池の入れ方 

使用するを触よ 6 V リチウム巧あ 2 C 耽1個です。 



電池室開放レバーを矢印の方向へ 
押して、電池室のふたを開けます。 



電池室ふたの表示にしたがって電 
池を入れ、ふたを閉じます。 


<電池の容量について> 


メインスイッチを LOCK から ON にすると、 
自動的に電池容量のチ X ックが行なわれ、ボ 
ディ表示部に表示します。 

4^点な (4 秒間） 

電池容量は十々です。 


C： ■お灯 (4 秒間） 

新しい電池を準備することをおすすめします。 
C ■点滅 

電巧を交換することをおすすめします。 
じ，点;成 • bHtt 点滅 
シャツターは切れません。 

電;せを交あしてください。 





取り付け方 



ボディキャップ①、レンズの後ろ 
キヤッフ②を夕 f します。 



レンズとカメラの2つのホい点 
①を合わせてはめ込み、カチッ 
と音がするまでち印方向に回し 
ます②。 


取り外し方 


メインスイッチを LOCK にし、レ 
ンズ交換ボタンを押したまま①、 
レンズを図の方向に止まるまで回 
して取り夕 f します②。 

•取りかした巧は、キャップを付けてイ呆管 
してください。 
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裏ぶた開放レバーを押し下げて裏 
ぶたを開けます。 


フイルムの 先端を ホいマークに 合 
わせます。 

■フイルムが浮き上がらないようにバトロー 
ネ（フイルム容器） を押さえて くださし、。 


裏ぶたを閉じ、メインスイッチ I 
を ON にします。 " 

■フイルムが自動的に巻き上げられ、ボディ 
表示部じ"1 " が表示されます。 

■フイルム感度が自動的にセットされ、 

ボディ表示部じ表示されます。 


■フイルムが正しく送られていない場合、フイルムカウンターは0の 
まま点滅します。このようなときは、もう一巧フイルムを入れ直し 
てください。 


'ま意 

•シャッター 幕は、巧常に薄く精巧にできています。 
手やフイルムの先がおおじ触れないように'注意して 
ください。 

•フイルムの出し入れは、直•が日光•を遐けて行なって 
ください白 

■始めてカメラをご使用になるときは、.フイルムを乂 
れる前に裏ぶたのわ側にあるお護シートを取りかし 
てください。. 

• 72 あ撮りフイルム、ボラロイドインスタントリバーサル 
フイルムは巧用できません。 



























フイルムの取り出し方 

フイルムの足なのコマを g 巧すると、自動的にまき戻しが始まります。 


視度調奮のしかた 

目の#子によりファインダーが見にくいちさは、巧巧を爾整して見やす<することが 

画圓画麵■誦難瞧圓瞧瞧瞻麵圍藝麵龍■青! lili 



フイルムカウンターが" 0" になり、 
0が点滅したら、裏ぶたを開け 
て、フイルムを取り出します。 


<フイルムを最後のコマまで撮影せずに途中で取り出したいとき> 

力ードホルダー内の途中巻きおし 
ボタンを巧します。 

■途中卷き戻しボタンを使うと、巻き戻し 
の音を小さくすることができます。 
(巻き戻しにかかる時間は長くなります。） 




ファインダーをのぞき、オートフ 
ォーカスで被写体にピントを合わ 
せます。 

•のぞいただけでピントが合います。 


被写体がもっともはっきり見える 
よう、視度調整ダイヤルを回し 
ます。 


■視を調整ダイヤルをいっぱいに回してもはっきり見えない場合は、別売のネ見度調整ア 
タッチメント1000の使用をおすすめします。 











全自動撮影 

プログラムセットボタンを押すと、カメラはもっとも某本的な巧お(全自動)になります, 


<フォー カス表示み》 について> 

カメラを構えると、フアインダー内のフオーカス表示 ㈱ がに i 下のようにピントの状態を 
お知らせします。 




メインスイッチを ON にしての、 
プログラムセットボタンを巧し 
ます②。 

•プログラムセットボタンの i 羊細じついては、 
P .12 をご覧ください。 


被写体にフォーカスフレーム I! J 
を合わせます。 

•ピント合わせ、露出設をが自動的に斤なわ 
れます。 

•カメラが設をしたシャツターををと絞り値 
が表示されます。 

•ファ イ ン ダー内の フォーカ ス表示 ㈱ がピ 
ントの状態をお知らせします。 

シャツターボタンを押し込んで撮 
影します。 

•撮該後、 フイルムは 自動的じ々の コマに 巻き 
上げられます。 



r m P ESD 5.6 国 


《♦》 点灯：被写体にピントが含っていま 
す。 

• 点灯：ピントが固をされています。 

(シャツ タ—ボタン半押し後で* 
被写体が止まっている場合） 
(()) 点な：カメラがピント位置をさがし 
ています。 （シャツ ターは切れ 
ません。） 

• 点滅：ピントが合いません。（シャツ 
夕一は切れません。 P .21 参照） 


*シヤツターボタンを程く押すと、途中で止まるところがあります。これを半押しするといい 
ます。 
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プログラムセツトボタンについて 


プ lb グラムセットボタンを巧すと、カメラはもっともを本的な巧巧(全自點)に設定され J ' 

ホホ或吉ホ巧け1:1てのぶ11でホ 1 



機能 

ボタンを巧した後の状態 

参考ページ 

撮影モード 

P モード 

22,23 

ピント合わせ 

才ートフォーカス 

16,20 

フォーカスフレーム 

ワイドフォーカスフレーム 

16,17 

測光ホま 

14み割ハニカムパターン測光 

31〜33 

露出補正 

±0 

34〜；36 

巻き上げ 

1コマをき上げ 

40 

ワイドビューファインダー 

解除 

52,53 

セルフタイマー 

解除 

41 

フラツンュ 

か要時自動発光 

56〜60 

(取り付けている場合のみ） 



ワイヤレスフラッシュ 

解除（カメラ側のみ） 

-- 


た rp の機能はプログラムセットボタンを巧しても変更されません。 

• Q (クイック）ボタンの設ま： 

. フイルム感度の設定： 

* 另晓のカスタムカード Xi を使うと、プログラムセットボタンを押した巧の状態を撮影者 
の好みに合わせて変えることができます（撮影モード、フオーカスフレーム、測ホモま、 
露出補正のみ）。 


応用編1 

この章では、各種機能の操作方法やその機能を生かした撮影方法を 
説明しています。フォーカス関係、露出関係、そのイ也の機能と大き 
く 3つにみかれています。この章をお読みいただきますと、この力 
メラの持っている機能を'ま用した撮影ができます。 
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ファンクションボタンを使った各種機能觸をのしかた 

化"©〇は、シサッターチャンスじをま早くが J ちできるように、ファンクションポタン'と 
前- みダイヤル$新乍するだけで、を璃なな1が巧がに使えるようじなっています。 



このカメラでは、ファインダーをのぞいた 
ままやグリップを握ったままで、各種の 
機能設定:が行なえるようになっています。 
前ダイヤル•後ダイヤルの働きはファンク 
ションボタンじよって切り替わり、この内 
容がファインダー表示部およびボディ表 
示部に特定のマークで表示されます。 


ファンクションボタンを巧すごとに、ファインダー表示部およびボディ表示部にそれぞれのマ 
—クが々のように切り替わって表示されます。 


フバンダ— 表示部ク^ 

I シ- トー ー W 竹 ] 


ボディ表示部 


P 

阿 


lZu 



■ファインダー表示部の見ち 

は前ダイヤルを表し•》**«**は巧ダイヤルを表します。 

これは、撮影 モー ドの選択と フォー カ スフレー ムの選巧は前ダイヤルじよって巧ない、露出 
補正と測光方まの選がは後ダイヤルによって斤なうことを表しています。 


表示の見方についての簡単なルールを覚えていただければ'、いろいろな機能を簡単に使いこな 
せるようになります。じ(下にその内容を説明します。 

ファンクションボタンと前ダイヤル.後ダイヤルの操作で々のことができます。 

(1) 撮影モードの選巧 （3) フォーカスフレームの 選択 

(2) 露出補正 （4) 測化モ式の選が 


■ボディ表示部の見方 

撮影モード表示 (P、A、S、M) とフォーカスエリア表示はボディ表示部の前側に、露出 
補正表示と測光方ま表示はボディ表示部の後側にそれぞれ表示されます。これもファイ 
ンダー表示部と同様、撮該モードの選巧とフォーカスフレームの選択は前ダイヤルじよつ 
て行ない、露出補正と測光方式の選択は後ダイヤルによって行なうことを表しています。 


を機能は、ファインダー表示部およびボディ表示部でた(下のマ ー クで表されます。 



ファインダー表示部(上部） 

ボディ表示部 

撮影モードの選が 

IMODEI 

P、A、S、M のいずれか 

露出補正 

I +/— I 

朽习 PTH [73 のいずれか 

フォーカスフレームの 選択 

I I 

に： 111 - I のいずれか 

測光方式の選が 

I里I 

r^r^rin のいずれか 


それぞれの操作方をじついては、この使用説明書の本でをお読みくださし、。 


撮影モードの選が .P.23 

露出補正 .P.34 

測光方式の選が .P.33 

フオーカスフレームの選択 .P.17 
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令このカメラでは、容易にピントが合わせられるように、ピント合わせのできる範囲を広く 
しています(図1)。そのため、被写体までの距離を測るセンサーが4個あります個2)。この 
うち (A) のセンサーはカメラ横位置で人物撮影をする場合、顔にピントを合わせるために設 
けています。カメラ縦位置の時はこのセンサーは巧いません（ピント合わせの範囲が少'し巧 
くなります)。縦位置、横位置の判断はカメラが自動的に斤ないます。 

令ピント合わせのできる範囲は、ファインダー内にワイド フォーカスフレー ムで表示されます 
(カメラ横位置のときは図1、縦位置のときは図3)。 

♦ファインダー内のある特をの場所のピント位置を測りたいときには、4つのセンサーのう 
ちの1つを選ぶことができます。これらのセンサーは、ファインダー巧で口ーカルフオー 
カスフレー ムと して表示されます(図4)。 
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ファンクシヨンボタンを2回押して、 
フオー カスエリア表示を出します。 
■ボディ表示部とファインダー表示部が図のI 
ようになります。 




前ダイヤルを回して 、希望のロー 
カルフ オーカスフレー ムを選び 
ます。 



シャツターボタンを半押しします。 

•半押ししなければ、8秒をに自動的にそのフレームになります。 


• AF レフレックス 500mm F8 および AF パワーブーム 35-80mm F4-5.6 使用時には、中央の 
口ーカルフォーカスフレームのみ使用できます。 

• Q ボタンで一時的に フオーカスフレー ムを切り替えることができます。 （P.48 参照） 
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シャッターボタンを使う方ま 


被写体に フオー カ スフレー ムを合 
わせ、シャツターボタンを半押し 
します。 

•ピントが固をされ、ファインダー内のフォ 
—カス表示㈱が • じをわります。 


シャツターボタンを半押ししたまま 
撮りたい構図にして撮景ミします。 


•14 分害！!ハニカムパターン測光時には、ピントと同時に露出も固をされます。 

•中央重点的平巧胡扰、スポット捆扰時には、露出は固をされません。 

■シャッターボタンから指を離すと、フォーカスロックは解除されます。シャッターを切った 
後も指を離さずにそのまま半巧し巧態に戻すと、フォーカスロックは解除されませんので、 
同じピント位置での撮影が続けられます。 


• フォーカス表示•が点なしないとき(被写化が動いているときなど）は、フォーカスロック 
はできません。 







ま 
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レンズのズームリングまたはレンズボタンをがう方を_ 

( AF ズーム Xi レンズ使用時のみ) 



被写体にフオーカスフレームを合わせます。 




レンズのズームリングを手前に引 
きます①。（または、レンズボタン 
を押します②。） 

•ピントが固をされ、ファインダー内のフォ 
-カス表示(㈱が • に変わります。 


L _ 1 


P ?5日己6 圖 



ズー厶リングを手前に引いたまま 
(またはレンズボタンを押したま 
ま）、撮りたい構図にして撮影し 
ます。 


*14 み害いニカムパターン測光時には、ピントと同時に露出も固をされます。 

•中央重さぶ丹なな則光、スポット測光時には、露出は固をされません。 

■撮影後もそのままのが態でいると、ピントは固をされたままになります。連続提影などに適 
しています。 

■フ オーカスホールドボタン付き a レンズでも、 フオー カスホールドボタンを押すと同;！ に ピン 
卜が固をされます。 


注を 

•フオーカス表示•が点なしないとき(被写ホが動いているときなど）は、フォーカスロック 
はできません。 
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<AF ブーム Xi レンズ - AF パワーズーム 
レンズの場合〉 

レンズのズー ムリングをカメラ側 

に引き、そのまま左右に回します。 

■ピントが爸ったところで、ズームリングを 
もとの位置に戻してください。 


•才ートフォーカスでピントがさうような被写体の場合は、ファインダー内のフォーカス表示 • 
が点灯して、ピントが合ったことをお知らせします。 

• Xi レンズの場合、フォーカスモードスイッチを押し下け'なくてもピント合わせはできますが、 
手を離すと才ートフオーカスに戻ります。 


を意 

•14 々割/、ニカムバターン測光は才ートフォーカスと連動しているため、マニュアルフォー 
カスじすると、同じ場面でも酒光値がまなることがあります。 
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太陽のように巧るすぎるものや、車の 青空など、明暗差（コントラスト）のな 

ボディ、水面など反がしているもの し、もの 



フォーカスフレーム巧が繰りあしパタ 
-ンの連続になっているとき 



フォーカスフレーム内に距離の異なる 
2つのものがあるとき 
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撮影モードについて撮影モードの選び方 

でぷ > '-をけお r 啼^鄰，職 J 蠻带巧發瓣帯微滯微^贼’雜-鄕'辦 t も U 1 Hi M > 巧，、， 巧‘"，成-。 •！ ず 一 -? 1 ' 

このん メラでは、扭け巧とシャツター进 gt みめる方をとしでた1了のがりの巧 IS モー 5 
ドかあります <• 同だシーンでも‘、がりちサシヤツター巧を#わると當巧が巧わリホす。，‘ 


P (プログラム）モード' _ 

絞り値とシャッターを度が、それぞれの撮影シーンにもっとも適した値に自動的にみめられま 
す。また、前後のダイヤルを回すと、 P モードで露出を適正に巧ったまま、を望の絞り値や 
シャッターを度をみめることができるイメージシフ KPa シフトまたは Ps シフト）じなります。 

P モードではシャッターチャンスのみにま意:することができ、しかもとっさに絞り値やシャッ 
ター速度をを望の値に変えることもできますので、スナップ写真などの一般撮影に最適です。 

A (絞り優先)モ-ド _ 

を望の絞り値をみめることができます。シャッターま度は自動的にみまります。ポートレート 
撮影など、絞りの効まを生かして背景のぼけ具合いをコントロールしたいときに使います。 

S (シャッター速度優先)モード _ 

を望のシャッターを度を決めることができます。絞りは自動的にミ夫まります。スポーツ撮影な 
ど、被写体の動きを止めて表現したいときや、逆に流動感を表現したいときに使います。 

M (マニュアル）モード _ 

絞り値とシャッター速度の両方を自由 む夫め ることができます。フラッシュメーターなどの露 
出計で測った値で撮影することができます。 



ファンクシヨンボタンを押して撮 
影モード'表示を出します。 

• ボディ表示部とファインダー表示部が図の 
ようになります。 





シャッターボタンを半押しします。 

■キ押ししなければ、8砂巧に自動的にその撮影モードになります。 


22 


23 















liSsSiSi 


I p モードを選びます。 

■撮影モードだけを P モードにするときは、 P.23 の操作をします。 

• P モードを含め全自動の状態にするときは、プログラムセットボタンを巧します。 



構図をみめて撮影します。 


イメージシフト （ Pa シフト- Ps シフト) _ 

P モードで絞り値とシャツターま度が表示されているときにダイヤルを回すと、露出を適正に保 
つたままで、希'望の絞りイ直またはシャツター速度を得ることができます。 

後ダイヤルを回すと、 Pa シフトに 
なります。 

• 希望の絞り値をホめることができます。 
•シャツター速度は自動的にホまります。 
■ポートレート撮影など、絞りの効まを生か 
して背景のぼけ具合いをコントロールした 
し、ときに巧います。 




前ダイヤルを回すと、 Ps シフトに 
なります。 

• ホ望のシャツター速度を;央めることができ 
ます。 

•絞り値は自動的にホまります。 

• スポーツ撮影など、シャツター速度の効果 
を生かして被写体のをい動きを止めたいと 
きや、逆に流動感を表現したいときに使い 
ます。 
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'ま意 

• Pa - Ps シフトにするときには、’ファインダーをのぞいてをり値とシャッターま度が表示 
されているときにダイヤルを回してください。 

■フラッシュは巧巧できません。フラッシュが発光する場をは.、 Pa. Ps シフトじは切り替 
わりません。 

• 表示部のシャッター速度または较り值が,点滅している場さは、適正露出が得られません。 

点巧しなくなるまでダイヤルを回してくださいホ.朗参照)。 

く Pa - Ps シフトの解除> 

P*. Ps シフトは JiTF のどれかの操作によって解除されます。 

♦撮影モードを変える （P.23 参照)。 

• メインスイッチを LOCK にする。 

•プログラムセットボタンを巧す（この場合は撮影モードに i がの設定もをわります)。 
カメラから目を離し、イ可も操作をしないで30秒が上たったときも解除されます。 

く Pa • Ps シフトと A • S モードとの違い〉 

Pa シフトと A モード、 Ps シフトと S モードは、基本的には同じですが、じ TF の点がそれぞれ異 
なっています。どちらか便利なほうを選んで撮影してくださし、。 

• Pa . Ps シフトへは、 P モードで撮影中にダイヤル1つですぐに切り替えられます。 

■ A • S モードではフラッシュが'使えますが、 Pa • Ps シフトではイまえません。 

• メインスイッチを LOCK にしたときゃイ巧も操作をしないで30秒た i 上たったときでも、 A • S モ 
—ドはそのままイ呆持されますが、 Pa ’ Ps シフトは解除されます。 
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を意 

• 表示部のシャ•ッターを度が点がしている場合•は、適正淳出が得られ 
ません。点滅しなくなるまで絞り値をを更してくださいか.68参照)。； 

A ミ||?日日に？ぶ 
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を意 

• 表示部のあり値が点滅している場合は、適正露出が得られません。 

点滅しなくなるまでシャツター速度を変更してください (P. 朗参照)。 
■バルブ(長時間露出）は M モードで設をしてください。 

■フラッシュ同調速度り/300巧）は、専用フラッシュ巧用時にのみ設 
をできます。 
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RU flUJb 、 ' 人 , ク 



Mi - ドを選びます ( P .23 参照)。 



前ダイヤルを回して、希望のシャ 
ッター速度を選びます。 



後ダイヤルを回して、希望の絞り 
値を選びます D 



構図をみめて撮影します。 



を意 

•フラッシュ同調を度り/300巧)は、專用フラッシュ巧用時にのみ設定できます。 
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M モードでは、ファインダー内の測光インジケーターが、撮影者が設をした露出値とカメラが 
測光した値(各測光方式による）との差をお知らせします。 


測ホインジケーター ファインダー表示部 



適正露出です。 

露出才ーパーじなります。 （1 段） 
露出アンダーじなります。 （1.5 段) 


■ I が2つ表示されたときは、その間のイ直じなります。 

• ±4. がが: Lh じなった場合、+4または一4のところで I が点滅します。 


マニュアル シフト _ 

M モードで露出を固をしたまま絞り値とシャツター速度の組みさわせををえることができます。 

AE ロックボタンを押しながら① 
前ダイヤルを回します②。 
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測が方式に P いて 

このカメラでは、撮を目的や光線の状儀によって3つの滿光方式を選ぶことができます C 
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撮影モードを Mi - ドにします ( P .23 参照)。 



前ダイヤルを回して"と, uilb " を選 
び①、後ダイヤルを回してを望の 
絞り値を選びます風 


3 シャッターボタンを押し込みます。か要とする露光時間中押し続 
けて くださし、。 

•シャツターボタンから指をはなすと、シャツターが閉じ、撮影が終了します。 


ま意 

■手ぶれを防ぐために、=脚をお使いください。 

•ファインダーからの逆入ホを巧ぐためじ、付属のアイピースキヤップを取り付けること 
をわすすめします (P.41 参照)。 


■リモートコード RC-1000S/L (別売）を使うと、手ぶれの防止 
に役立つとともに、シャツターボタンを押したげ態で固をでき 
ます。力ードホルダーを開け、リモートレリーズターミナル 
のカバーをはずしてお使いください。 



14分割 ハ ニカムパターン測光(定) 


画面全体を14み割した多み割測光を行ないます。画面巧には 
13 個の M ニカム ( ハチの 巣)形巧の測光素子と、その固囲との合 
計14個の測光素子が配置されています。これらの素子は才ート 
フォーカスと連動しているので、画面内のどこに被写体があつ 
てもカメラがその位置と明るさを的確に判断し、露出を決まし 
ます。目で見た感じに一を近く撮れる測光方まで、ほとんど露 
出補正の'必要はありません。逆光撮影を含む一お撮影に適して 
います。 
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測ホ方式について 

潍^凝織姑;;'.嘴.;';;い:!が:'' がす.:'.'巧:わあ■お:'.’： .: 巧’纖お為淺縱お濟幾滅燃;縱鶴が销お:!:;謝 

中央重則が快]測光(ご） 
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後ダイヤルを回して、希望の測光 
方まを選びます。 



3 シャツターボタンを半巧しします。 

•半押ししなければ、8巧後に自動的にその測光方式にな"ます。 


• Q ボタンで一時的にスポット測光に切り替えることができます。 （P.48 参照) 
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3 シャツターボタンを半押しします。 

•測ホインジケーターが消えます。 

■半巧ししなければ、8秒巧に自動的にその補正値になります。 

• Mi — ドの場合、設をした露出補正値だけ測光インジケーターも補正されます。 


露出補正時の測光インジケーターのイまい方 ( P 、 A 、 S モード時のみ) 


ファンクションボタンを押して露出補正ができる巧態(露出補正表示が出ている状齡じする 


と、ファインダー内に測光インジケーターが'表示されます。 
• I が 2 つ表示されたときは、その間の値になります。 


(例 +1.5 齡 


• ±4.5 段 i ■リ上になった場合、 +4 または一 4 のところで I が II 

点滅します。 -4-2 0+2+4 


<14分割ハニカムパターン測光の場合> 

測ホインジケーターは、中央重点的平巧測ホでの露出値を基準 (0) にして、14分割ハニカム 
パター ン測光じよる露出値 （ I) を表示します。従来の中央重点的平巧測光に馴れておられ 
る方に、14み割ハニカムバターン測ホではこのシーンをどうザ聯しているかをお知らせし 
ます。意図的に露出を補正する場合の参をにご利用ください。 

14み割ハニカムパターン測光での露出値 
(中央重点的平巧測光での露出値との差） 



-4 -2 0 +2 +4 


上の巧態で露出桶正をかけると、 

この表示 （ I) も同時に移動します。 

(例 0.5 段オーバー側に露出補正をかけた場合） 


-4 -2 0 +2 +4 
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萬出お正 

みみ'’;,.;.'';.；:::'?-:お琪:な’風ぶ;; :>.w< が";;'濟竭鍊顏がな激陽滅規触.が叛^なな S 職I鉄粥な燃 S: 


く中央重点的平均測光の場合> 

測光インジケーターは、撮影者が設定した露出補正量を表示します。（測ホインジケーター 
と、ファインダー表示部下部の露出補正表示が示す値は常に同じです。） 



<スポット測光の場合> 

ファンクションボタンを押しても測ホインジケーターは表示されません。スポット測光で 
の測ホインジケーターの使い方については、 t38 をご覧くださし、。 
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AE ロツク撮是ミ(露出の廚ぉ 

AE ロソクボタンを押すと、そのときの測ホ値に基づい 


矩ロックボタンを押すと、そのときの測ホ值に基づいて g 出が固をされます 
をいものとビントを合わせたいものが異なる巧をや、 ft 出を一をにしたまま; 
f ■る場合をどに博用します 


S いて B 出が固をされます。湖光し 
、 ft 出を一をにしたままち続巧お 


14 み 割 ハニカムパターン測光.中央重点的平 だ)測光の場合 
イ測光したいものにピントを合わせます。 


AE ロックボタンをホ甲します。 

•ファインダー内の AEL が点灯し、測ホ値を 
固ましたことをお知らせします。 

广 1 

し J 


^ 5 D _5.6化置] 


AE ロックボタンを押したまま、被写体にピントを合わせ直して撮影 
します。 

•同じ露出で連続して撮影する場合は、 AE ロックボタンを押し続けてくださし、。 


■ P、S モード時には、 AE ロツクボタンを押している間も、前ダイヤルを回して、同じ露出のまま 
シャツターま度と絞り値の組み合わせを変更することができます。 

*AE とは Auto Exposure の略で、自動露出のことです。 
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ド"” Afe ロック ii 彰(露出の固を） 


スポット測光の場合 




測光したいものにスポット測光 
フレームををわせます。 


AE ロックボタンを押します。 

■ファインダー巧の AEL が,ち灯し、測光値を固ましたこと 
をお知らせします。 

• ファインダー内に、測光インジケーターが表示されます。 
固をされた測ホ値が、インジケーター上の基準位置 (0) に 
表巧されます。 




AE ロックボタンを巧したまま、 
構図を変えます。 

*2 で固をされた測光値を基準 (0) にして、 
構図を変えた後のスポット測光フレーム 
内の測光値が、インジケーター上の I で表 
されます。 

左の例では、背景のハイライト部みは人物 
の顔よりも3段明るいことを意巧します。 

構図を変えた巧の測光値 
(固をした測光値との差） 
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シャツターボタンを押し込んで撮景ミします。 

•同じ露出で連続して撮影する場会•は、 AE ロックボタンを押し続けてくださし、。 


<スポット測光時の測光インジケーターについて> 

♦スポット測光で AE □ックボタンを押している間、ファインダー内に測光インジケーターが表 
示されます。 

• ■が2つ表示されたときは、その間の値になります。 （例+1 .5 段） 

• ±4.5 段 m： になった場合、+4または一4のところで I が点滅し _ 11 

キす 一4-2 0+2 +4 


♦測光インジケーターを巧うと、前ぺージの要領で、画面内のある特をの部分の明るさの差を 
測ることができます。 


(例 1) 

ぶで AE ロックボタンを巧して露出を固を、 
その後 AE ロックボタンを巧したままを’へ構 
図ををえる。 

測光インジケーター 



背景の/、イライト部分思は人物の顔でよりも 
3脚月るい 




(I が点が) 


るの部みはるよりも 6.5 段じし h 明るし、 
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力ードホルダー内のセルフタイマ 
—/ 巻き上げモードボタンを押し 
ます ①。 

前ダイヤルを回してを望のモード 
を選びます ②。 
a :連続撮影 H 
苗：連続撮影 L 



セルフタイマー/巻き上げモードボタンをもう一度巧します。 

•押さなければ、4巧後に自動的にそのモードになります。 


を意 

•このカメラは才ートフォーカス窗先です。連続撮影に設をしていてもピントが合うまで 
はシャッターは巧れませんので、.設定した速さで連続撮影ができないことがあります。. 
設をした速さ.を優先させたいときは、レリース'優先 (P.51) にしてください。 

■連続撮影中は、バワーブームはできません。 

• Q ボタンで一時的に1コマ撮影と連続撮影を切り替えることができます。 （P.48 参照） 



力ードホルダー内のセルフタイマ 
-/ 巻き上げモードボタンを巧し 
ます ①。 

前ダイヤルを回して、のマーク 
を表示させます②。 


セルフタイマー/巻き上げモードボタンをもう一嵐甲します。 

•押さなければ、4秒後に自動的にセルフタイマーじなります。 



4 ピントを合わせ、シャツターボタンを押し込みます。 

• 撮影までの間、セルフタイマーランプが点滅します。 


• 撮影が終わると、セルフタイマーは自動的に解除されます。 

•作動中のセルフタイマーを止めるには、メインスイツチを LOCK にしてくださし、。 



ま意 

■ファインダーから目を建してシャッターを巧るときは、アイビースキャップを付ける'ことを 
おすすめします。（アイピースキャップはストラップに巧いています6下図参照） 

•いっきにシャツターボタンを巧し込まないでください。ピントが合わないことがあります。 



•アイピースキャップの取。付け方 
アイピースカップを下から巧し上げ 
るようじしてかし OX アイピースキ 
ャップをはめ込みますを。 
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曰か•時間の写し込み 

房を時の曰かや時商を写し込むことができます 。、 

なぶわ' r !—、 ホホ ’い ‘〜‘ 




モードボタンを押して、写し込みたい表示を選び 
ます。 

「年•月.日け-ド旧-時•分け-ド「写し这みなし J 

I .弓い ： V 「 , 側 Kl . 

4「日 ’ S •ホ」モ - K 「5•日’年け-ド I 

し[‘1 V 到 H — 4，卸^ 


を意 

■写し込みを置に巧るいを•(空や白い壁など)があると、で字 


が読みにくくなることザあります。 


電池の交換 _ 

写し込んだ文字が薄かったり、表示パネル全かが点滅している場合は、電;也を交換してく 
ださし、。（使用電池： CR2025 1個） 

電池室のふたを►の方向に押し 
て開けます①。 

電池を+110を上にして入れ、ふた 
を閉めます②。 

•ふたは右部を差し込んでから、左側へ押し 
込みます。 

• 電池交換後は、日付等を修正してください。 
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日付.時間の修正_ 

る常は'必要ありませんが、必項なときは i" ソ下の手順で行なってください。 

モードボタンを押して、修正したい表示を選び 
ます。 


セレクトボタンを巧して、修正したい数字を点 
滅させます。 

•セレクトボタンを巧すたびに、年-ち-日または時一み-.: 
の I 頃に,ち滅する数字がをわります。 


アジャストボタンを巧して、正しい数字に合わ 
せます。 

•アジャストボタンを押し続けると、数字は連続的にをわります。 
•秒を時報に合わせるじは、：を点滅させ、時報に合わせてアジ 
ャストボタンを押します。 

数字が点滅しなくなるまで、セレクトボタンを押します。 

* 表示パネルの「一」が点灯し、撮影できる巧態になります。 
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b 广：ブラケット機能 ( Bracket ) 

Fb : フラッシュブラケット機能(円 ash Bracket ) 
nE : 多重露光機能 (Multiple Exposure ) 

か ..卷き上げモード切り替え機能 ( Drive ) 

5 P : スポット測光機能 ( Spot ) 

RF : フオーカスエリア切り替え機能 

機能なし(押しても何もをわりません。） 


を機能の言綻 

力ードホルダー内の Q アジャスト 

ボタン （(を Adj .) を押します①。 

前ダイヤルを回して、設定したい 
機能を選びます②。 

〇 Q アジャストボタンをもう一度押します。 

d •押さなければ、4秒後に自動的にその機能が設をされます。 

•撮影中に Q アジャストボタンを巧すと、現在設定されている機能がボディ表示部に表示され 
ます。 

•インテリジェントカードも同時に使うことができます ( P .61 〜63参照)。 




フフケツト機能 (b 广) _ 

Q ボタンを押しながら撮影すると、露出ずらしをしながら3枚の連続写真が撮れます。 
露出ずらし量は 0.5 段、撮影は一0.5、0、 +0.5 の順に斤なわれます。 



1 Q ボタンを押します。 

• 連続撮影 H に自動的に設定されます。 


P a 

BSD 5.5 

_ 



Q ボタンを押したまま、シャツターボタンを押し続けます。 

• 3枚撮影し終わると、自動的に連続撮影は止まります。 


'ま意 

• 3 巧目の撮影が終わるまで、シャッターボタンかろ指を雜さないでく:ださし、。. 

•フクッシュは使用できません。… 

■ピントと基準露出値は 0) は1か目の撮影時に固をされます。 

■ Pa シフト、 A モードではシャッター速度が、 Ps シフト、 S モードでは絞り値が、 P モードで 
はその両方がを化して露出ずらしを巧ないます。途中で絞り値やシャッターま度が限界 
値に達した場合は、その限巧値で撮影を続けます。 


45 












Q (クイック）ボタン 


フラッシュブラケット機能げ と,) 


多重露光機能(け i 5) 


フラッシュを使って3枚の露出ずらし撮影を斤なうときじ使用します。露出ずらし量は 
0.5 段、撮影は一0.5、0、 +0.5 の順に斤なわれます。 



① 

P 口 

② 

P 。 

③ 

P 。 

④ 

P 口 


を 


1 の常 さ 


‘の 常 i 


1 の Q む 


1 フラッシュを取り付けます。 

• xi および i シリーズフラッシュは自動的に ON になります。 AF シリーズフラッシュは ON 
にしてください。 

2 Q ボタンを押しながら（ボディ表示①）シャッターボタンを押し、 

1枚目の撮影を行ないます②。 

3 フラッシュの充電が完了した後、それぞれ2、3枚目の撮影を行 
ないます③(を。 

• 2、3か目は、 Q ボタンを押さなくても撮影できます。 

• 3 か撮り終えるおに撮影を止めたいときは、力ードホルダー巧の Q アジャストボタンを押 
してください。メインスイッチを LOCK にしてもフラッシュブラケットは解除されません。 
•露出ずらしはフラッシュの発光量ををえることにより巧なわれます。プログラムフラッ 
シュ5400 xi、 5200し4000 AF のマニュアルフラッシュ撮影ではがり値がを化します。 

• 途中で発光量や絞り値が限界値に達した場さは、その限巧値で撮影を続けます。 


Q ボタンを巧しながら撮影すると、フイルムは卷き上げられません。1コマ上に何回で 
も多重露光が行なえます。 


①②③ 



例：1コマに2回の露光を行なう場合 




Q ボタンを押しながら（ボディ表示①）シャツターボタンを押し 
ます ②。 

•1 回目の露光が行なわれ、ボディ表示部に"け£*"と表示されます。フイルムは卷き上げら 
れません。 



Q ボタンを押さずにシャツターボタンを押します③。 

* 2回目の露光が行なわれ、フイルムが巻き上げられます。 


*1 コマに3回 JiLh の露光を斤なう場合は、1の揉作を繰り返してください。 

•シャツタ—を切らずにフイルムををき上げたいときは、力—ドホルダー内の Q アジャスト 
ボタンを押してください。 

•連続撮影、セルフタイマーの使用もできます。 

■多重露光の途中でメインスイッチをいったん LOCK にすることもできます。 


'注意 

■背景や被写体が重なる場さは、露出な正を行なってください。 


ま意 

• P、A、S モードでは、フラッシュを取りかけていないときはシャッターは切れません。 
(ボディ表示部に‘ Gn fL" が点巧してお巧らせします。 ）M モードでは、シンクロターミ 
ナルを巧って接続したフラッシュも使用できます。 
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巻き上げモード切り替え機能 ( o ' 广） 


Q ボタンを押している間だけ、巻き上げモードが松下のようじ切り替わり 
ます。 

ボタンを押す前 ボタンを押している間 

1コマ撮影 一 逆就 i 影 H 

面最影 H ー ロマ 撮影 

連続撮影 L ー ロマ 撮影 

■セルフタイマーは使用できません。 

スポット測光機能 (5, 口) _ 

14み割ハニ ホしバター ン測光または中央重点的平だ!測ホ中に Q ボタンを押す 
と、押している間だけスポット測光に切り替わります。 

• Q ボタンを押すと、同時に露出も固定されます （ = AE ロック）。 
•フラッシュは使用できません。 

フォーカスエリア切り替え 機能(巧戶) _ 

Q ボタンを巧している間だけ、フォーカスフレームがた<下のように切り替わ 
ります。 


P "马 


ボタンを押す前 
ワイ ドフオーカスフレーム 
口ーカルフオーカスフレーム 


ボタンを押している間 I 

中央の口ーカルフォーカスフレーム* 
ワイドフオーカスフレーム 


P 〇 

?5己 5.6 

m QeLi 

P LjU □ 
ESS 5.6，。 
0gg 


* Q ボタンを押しながら前ダイヤルを回すと、一時的にを口ーカルフォーカスフレームが選択で 
きます。 

♦ワイドビューファインダーは使用できません。 
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プレビュ ー( 絞り込み）ボタンを巧 
します。 

■巧している間、表示されている絞り値ま 
で絞りが絞り込まれます。ピントと露出 
は固をされます。 

•プレビューボタンを押したまま、シャッター 
ボタンを押して撮影することができます。 
巧している間は、化の機能はを更できま 


せん。 

•プレビュー時には、アキュートマット(焦点 


板)の特性上' ファインダー中央部が陰るこ 


とがあります。 


* 被写巧深度とは、ピントを合わせた被写体の前後で、実用上写真としてピントが合って写 
る範囲のことをいいます。 F 1.4、 F 2 など絞り値が小さし、(絞りが開放側になる）ほど、ピ 
ントの合う範囲(被写界深度）は巧くなり、被写体の前をがボケて写ります。 F 22、 F 32 な 
ど絞り値が大きし、(絞りが絞り込まれる）ほど、ピントの合う範囲は広くなります。 
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DX コード付きフイルムのとき 


通常は感度の設定は必要ありません。 

•フイルムじ付いている DX コードをカメラが読み取り、自動的に設定:します。 

DX コードのがいていないフイルムや、フイルム感度を変更して使用するとき 


た^下の要領でフィルム感度の設定:およびををを斤なってください。 


力ードホルター内のフイルム感度 
設をボタンを押します。 

•ボディ表示部とファインダー表示部に現を 
のフイルム感度が'表示されます。 


前ダイヤルを回して、希望のフイルム感度を選びます 


フイルム感度設をボタンをもう一度押します。 

•押さなければ、4巧巧に自動的にそのフイルム感度になります, 


• 設を可能なフイルム感度は、 IS06~6400 です。 

• 損影中でもフイルム感を設をボタンを押せば、フイルム感度を確認することができます。 
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レリーズ優先モード 

このカメラでは、ピントがをうまでシャツターは切れませんがピントポさわを<てもシ 
ャッターが切れるようにしたいときは、レリース m モードに設巧してくださし、 



力ードホルダー内のセルフタイ 
マー/巻き上げモードボタンを押 
しながら①、メインスイッチを 
LOCK から ON にします②。 

• ボディ表示部に夕 ^"(Release Priority = 
レリーズ優先）と表示されます。 



•レリーズ優先モードにすると、メインスイ 
ッチを LOCK から ON にするたびにボディ表 


示部に" PP" と表示されます。 

•再度同じ操作をすると"只 f 尸" (Autofocus 


Priority= 才ートフォーカス语先）と表示さ 
れ、ピントが合うまでシャッターが切れな 



くなります。 


HFP 
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ワイドビューファインダーボタン 
を押します。 

• レンズがワイド(広角)側にズームします。 
•ファインダー内にワイドビューファインダ 
撮影画枠が表示されます。このお囲内の 
もの(斜線部)が撮影されます。 




を望の大きさにズームします。 

•ワイドビューファインダーの性格上、 
ズームの範囲には制限があります。 
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シャッターボタンを半押しします。 

■レンズがテレ(望遠)側にズームし、実際に 
撮影される画面になります。 



シャツターボタンを押し込んで撮 
影します。 



• フオー カ スフレー ムは自動的にワイド フオー カ スフレー ムじなります。 


■胃するときは、もう一度ワイドビューファインダーボタンを巧してください。 


ま意 

•ワイドビューファインダー中には、プレビューはできません。（シャッターボタンをキ 
押しして撮影画面に戻っているときはできます。） 

•バノラマ撮影時には、ワイドビューファインダーは使用できません。 
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化レンズが g まにそろっていホすので、さまざまな拍影巧なにが巧することができます。 


応用編2 

この章では、レンズやフラッシュなどのアクセサリーを使った機能 
の操作方まや撮影方をを説明しています。る種アクセサリーを巧巧 
されるときはこの章もお読みくださし、。 


>すベてのミノルタなレンズが使用できます。それ Jii かの MD レンズや MC レンズなどはご 
使用になれません。 

>パワーズーム、パワーフォーカス、ワイドビユーファインダーは、 AF ズーム Xi レンズで 
のみ使用できます。 （AF パワーズームレンズでは、パワーズーム、パワーフォーカスの 
みできます。） 

令 AF ズーム Xi レンズ、 AF パワーズームレンズをご使用の場合、 

カメラを構えているときにレンブのズームリングを手前に 
引くと、ボディ表示部とファインダー表示部に現をの焦点 
距離が表示されます。 


I M.Foeua 


帝 


: m 


♦AF ズーム Xi レンブ (28-80mm F4-5.6 た；夕りをご使用の場合、 AZ/MZ スイッチを MZ 位置 
にしていても使用できます。このときのズーミングのしかたについては、レンズの使用 
説明書の「 0<-Xi カメラた i かのシリーズカメラをわ使いのときのズーミングのしかた」 
をご覧くださし、。 

命レンズとカメラ間の交信が正しく斤なわれていないが態（レンズが取りかされているとき 
や正しく取りかけられていないとき、または AF レンズ信号巧点が;ちれているときなど） で 
は、絞り値表示が‘‘--"になり、フイルムが入っている場さは、誤動作を防ぐためシャッタ 
-が切れない仕組みになっています。したがって、天化望遠鏡などにカメラを取りがけた 
ときはシ ヤッ ターが切れませんので、お近くの サー ビスセンターまたは サー ビス ステー シ 
ョンじお問いさわせ< ださい。 
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便用できるフフッンュ _ 

■ミノルタ Xi シリーズフラッシュ (5400Xi， 3500 Xi)、 および！シリーブフラッシュ (5200i, 
3200 i, 2000 i) 

そのままご使用になれます。ただし、ワイヤレスフラッシュは]^^下のどちらかとの組み合わ 
せで斤なってくださし、。 

① Xi シリーズフラッシュを2台(た(上)使用する。ただし、1台は5400 Xi を使用すること。 

② Xi シリーズフラッシュ1台(た Lh) とワイヤレスフラッシュリモコンを使用する。 

①については5400 Xi の使用説明書を、②じついてはワイヤレスフラッシュリモコンの使 
用説明書をご覧ください。 

■ AF シリーズフラッシュ (4000AF, 2800 AF，1800AF, マクロ1200 AF) 

フラッシュシューアダプター FS-1100 (別売）を使って取り付けてください。この場合' む下 
の制限があります。 

• フラッシュの電源スイッチを ON にしてご使用ください。自動発光は斤なわれません。 
•フラッシュの AF 補巧光は発光しません。 

•Q ボタンでブラケットか測光方式を選巧しているときは OFF に' フラッシュブラケットを 
選択しているときは ON に設定:してください。（間違えるとボディ表示部に" 己 n Fr をた 
は" OfF FL" が点滅してお知らせします。） 

■ Xシリーブのフラッシュおよびそれに{前に発売されたフラッシュ 
使用できません。 


<シンクロターミナル> 



このカメラにはシンクロターミナルが‘忖いている 
ので、シンクロコード巧きフラツシユが使えます。 
この場合、 撮影モードを M モードじしてシャツタ 
—速度を1/250秒に(下じ設定してください。 


•シンク□夕ーミナルのキャップは、図のようじアイピースキヤップに 
収おできます。 



注意 

•シンクロ端子の極せが逆のフラッシュ♦は使用できません。このようなフラッシュをこの 
カメラにお続しても、フラッシュは発光しません。これらのフラヴシュを巧用されたい 
方は、お近く'の当社サービスセンタ-またはサ—ビスステ—シヨンにお問いさわせくだ. 
'さい。 

* フラッシュのシンクロ端子の極性は、ほとんどが下の A タイプですが、中には B タイプの 
ものがあります。己タイプが極性が逆のフラッシュです。 

A タイプ B タイプいづ 


<アクセサリーシューキャップ> 

フラッシュを使うときはかしてお使い〈ださい。また、図のようにストラツプに収納できます。 




56 


57 









フラッシュ勝，邮が帮 4' ぶ卻 

撮影モード別フラッシュ撮影 


■ P モード 

フラッシュは自動発光します。フラッシュ強制発光ボタンを押しながら撮影すると、常に 
フラッシュは発光します。フラッシュを OFF じすると発ザ:しません。シャッター速度と絞 
り値は自動的に設定されます。 

■ A モード 

フラッシュを ON にしているヒ常に発光します。絞り値はレンズの範囲内で自由じ選べます。 
シャッターををは同調まを (1/300 巧)じ(下に自動的に設をされます。 

■ S モード 

フラッシュを ON にしていると常に発光します。シャッター速度は同調速度 ( 1/300秋た i 下 
の範囲で自由に選べます。絞り値は自動的に設定:されます。 

■ M モード 

フラッシュを ON にしていると常に発光します。シャッター速度は同調を度 (1/300 巧ル: i 下 
の範囲で、絞り値はレンズの範囲内で自由じ選べます。 

• 自動発光-強制発光を問わず、逆光-スローシンクロ撮影時には自動的に露出補正が行なわ 
れ、適正露出じなります。 

•撮影方をについてはフラッシュの使用説明書をご覧ください。 


<ファインター内表不〉 



•フラッシュが発光する場合は、がが点な 
します。 

•フラッシュの充電が完了すると、4が点灯 
します。点灯してから撮影してください。 

• 適正露出が得られると、撮影をちが2秒間 
点滅します。 
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日中ンノフロを; _ 

逆光で人物撮影等を行なうと、被写体に露出をさわせるため背景が白くとんでしまいがちです。 
このような場合にフラッシュ撮影を行なうと、被写かと背景の両方をきれいじ写すことができ 
ます。 

■ P モード 

フラッシュを AUTO ON じしていると、カメラが被写体のが;兄を判断して自動的に発光し、 
日中シンクロ撮影となります。フラッシュを'必ず発光させたいときは、強制発光ボタンを押 
しながら撮影してください。 

■ A、S、M モード 

フラッシュを ON にすると、必ず発光します。 

• A モードでは、背景が非常に明るい場合や設定した絞り値によっては、露出才ーバーに 
なる可能性があります。 


フラッシュを使わずに撮影 フラッシュを使って撮影 
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夜景を背景にして撮影する場合など、通常のフラッシュ撮影では手前の人物はきれいに写し 
出されますが、フラッシュの届かない背景は黒くつぶれてしまいます。このような場さは、 
スローシンクロ撮影（シャッターま度の遅いフラッシュ撮影）をすると、人物も背景もきれい 
に撮ることができます。 

P、A モードでは次のようにしてスローシンクロ撮影ができます。 


スローシンクロ撮影 


通常のフラッシュ撮影 
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インテリジェン カー ド‘ ぶ f ’ i : ぃ 

:?;■: 運’’；.'';.:'.’‘占':...：..巧が诚 H おぶ;'';::が.;、;縫 i; 巧ぶ L;’.' ..ぶ;:::;:苗をお.;里^ 

インテリジェントカードを使用すると、島度なテクニックを读った写真を簡単に巧った '‘ 

り、巧を目的に巧じてカメラの樓能を広げたりすることができます。 f 1’’—3‘ム 

. . I ，.…、け； i ; .’V 巧章' を 

ぶ" iT , み，む. h . り； ii " リ" . か术’も！。:う‘‘’か .1''" ‘‘ ' . ' ■ ,：»• L " ni , 


このカメラは、 0<-8700i/《-7700i 用のカスタムカードと OC-5700i 用の A/S モードカードを 
除くすべての力ードが使用できます。 

<力ードの入れ方> 

メインスイッチを ON にして、力 
—ドホルダーを開けます①。 

信号接点を手前にして力ードを 
入れます②。 

•ボディ表示部にの田と表示されます。 


•力ードを入れたままで力ードを機能させないときには、力ードキーを巧して、ボディ 
表示部の田のを消してください。 



く力ードの取り出し方> 

力ー ド ホルダー を開け、 力ー ドイ 
ジェクト(取り出し）レバーを押し ■ 
上げます。 
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A3 — — 

O - - 

A4 O - 

A5,6 - - 

A5,7 - - 

A5,8 — - 

A8 - - 

A5, 9 〇 〇 

〇 〇 〇 

A10 — - 

A11 - - 

A 5,12 — - 

〇 — — 

A1 3,14 〇 - 

A13 A22 — 

X XX 


A15 0 0 0 0 0 0 

X X X X X X X 


通常時 ブラケットフラッシュ多重 巻き 測光フォ-カス 

ブラケット露光 上げ 方式フレ-ム 


Q (クイ':/ク）ボタン使用時の追加注意事項 


9 Xi 


力ード \ 

旅 

子供 

スポーツ 

スポーツ2 

ポートレート 

記念撮影(オートデプス) 

クローズアップ 

流し撮り 
インターバル 
背景描写制御 
多重露光 
オー トブラケット 
フラッシュブラケット 
オー トブラケット2 
データ メモリ— 
データメモリー2 
ファンタジー 
ファンタジー2 
オートシフト 
オートシフト2 
マルチスポット 
ハイライト’シャドー 
A / S モード 

カスタム Xi 
カスタム 



00000000000000今 

0000〇 - 0000000差 X 
000〇 - - - 0000 I - ぶ X 
〇心ぶ000造0000ぶ X 


0000000 


0000000 


0000000 


0000000 


00000^0 


0 ^ 0^000 


^' 0000^0 
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〇 :使用できます。 

A : iy 下の制限付きで使用できます。 

X :巧用できません。 

-: Q ボタンの機能は使えません。力ード機能が優先されます。ボディ表示部にて flr がが点滅し 
てお知らせします。 

1: 9 Xi では ASZ けートスタンバイズーム）は作動しません。 

2：レリーズ優ホモードでも、ピントが合うまではシャッターが切れません。また、このモード 
での連あ^撮影はしなし、でください 0 

3 :被写体の追い方が'測光インジケーターじ表示されます。表示が+側じあるときは、被写かを 
スムーズにおえています。 

4：背景のボケ具含いが'測光インジケーターに表示されます。表示が+側にあるときは、背景が 
くっきりと撮影されます。 

5 :アップダウンレバーのかわりに、前ダイヤルで操作してください。 

6 : Mi - ドでフラッシュを使巧しないときに、絞り値をずらして行なうフエードイン.フエード 

アウトはできません。 

7: M モードで、絞り値をずらして行なうブラケット撮影はできません。 

8 :フラッシュブラケットでは、カメラから目を離したときに々のコマの露出補正量と撮影コマ 

数が表示されます。 

9 :シャッター速度1/300秒は1/250秒として、1/12000轨よ1/8000秒として記憶されます。 

10 :才ートフォーカス優先モードでの使用をおすすめします。 

レリーズ優先モードで巧用する場合は、ピントが合っているのを確認してからシャッターを 
切ってください。（ピントが合わないとファンタジー効果が得られません。 ） また、連続撮影は 
しないでください 0 

11:レリース''優先モードでも、ピントが合うまではシャッターは切れません。 

12 :撮影開始時の絞りとシャッター速度の組み合わせををえることはできません。 

13 :力ードを入れると自動的にスポット測光になります。スポットボタンの代わりに AE ロックボ 

タンを押してください。 

14：カメラから目を離したときに、それまでに測光した回数が表示されます。 

15：パーソナルモードの測ホ方まは、/、ニカムバターンまたは中央重点的平巧測ホのどちらかに 
設をしてくださし、。 

16：ブラケット連続撮影中は APZ (アドバンスプログラムズーム）は作動しません。 

17：露出才ーパー側のフラッシュブラケットの巧まは得られないことがあります。 

18： Q ボタンを押しながらインターバル撮影を開始した場合は、撮影終了をもフイルムはをき上け' 
られません。撮影が'終わった?を、化ず Q アジャストボタンを押して巻き上げてください。 

19:フイルムカウンターが一時的に機能しなくなりますが、撮影はできます。 

20：力ードじは、そのコマで最巧に撮影した時のデータのみが記憶されます。 

21: AE ロックボタン、 Q ボタンのどちらでも操作できます。 

22： AE ロックボタンと Q ボタンの両方を押してくださし、。 
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パノフマ撮穀 

パノラマアダプター七ソト(用旧^)を巧うと、パノラマ写黄を黃居に巧じむことができ 

iHlSilUl; 副 : 麵誦 ! 誦圓圍 IWilij 


ハ。 ノラマアダプターをこのカメラに取りかけると、ファインダー内にバノラマフ レー ム 
が自動的に表示され、フイルムにはこのフレーム内のものが写ります。プリントすると 
パノラマ写真になります。 


<手動によるパノラマフレームの出し方> 

バノラマアダプターを付けなくても、ファインダー内にバノラマフレームを表示させること 
ができます。プリント時にトリミングしてパノラマ写真に仕上げようとするときにも'使いく 
ださい。 

ファンクションボタンを巧しなが 
ら①、ワイドビューファインダー 
ボタンを押します②。 

■もう一度繰り返すとパノラマフレームは消 
えます。 

• 撮影後、パノラマフレームは自動的に消え 
ます。 


をを 

•バノラマ导真にするには、六つ巧りフ 
チをしの大きさにプリントして、上下 
が 9 cm になるように巧ってください。 





そのイ也 

巧っておくと便利な情報、取り扱い上のを意事頂などについて説明 
しています。 

取り扱い上のま意じつきましてはぜびお読みください。 
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アイスタート 

アイスタートとは、カメラを構えただけでピントをわせと度出(巧り値とシャツター 
速を)のみをが自 g 由句に斤なわれることで、が F のようをしくみにをっています。 


.ぶ ， ri :’礼邱お畔お.,;巧1•お-'が.!:‘’; r 、ふ，谭乎、，みみ i : 巧；;’ H ’'. 巧’’ぶ宁 

い;‘;: y * み，;！片 i ‘ JU ) ，ピぶた"ち；; t 贺’が•が;> .リ1&■ぶけ; 

,, . 巧ず：!•'も，む也リ ■? 虫如 ！;: i ' 瑪お巧，'よ胖，'も’；を’!窗が ； |i 

を;祕;非‘-おぶ, i .‘,, が；; r 皆’皆;矿だ:’;’'; ii みがが 1 ii 啤も;' 3 ;齒苗驾4 

’，端取我.娘 ’^ il I .千 > みな；！い!！潭：ず.ぶ山得が'皆か，が.が門輪'が龄 P ’巧がを 


AF 補助光 


111!戀 ill ® 


1.織輕 


1111 B 




iiaaii 



メインスイッチを ON にしますの。 

•グリップセンサーのスイッチが入ります。 

グリップセンサーに触れるよう 
にカメラを持ちます②。 

♦ファ イ ンダー の下のアイ センサー のスイ 、ソチ 
が入ります。 

そのままファインダーをのぞきます。 

•カメラを構えたことをアイセンサーが移知 
し、自動的にピントを合わせ、シャッター 
速度と絞り値をホをします。 

• ボディ表示部とファインダー巧に設をされ 
た絞り値とシャッター速度が表示されます。 




被写体が暗い、明暗差（コントラスりが小 
さいなど、ピントを合わせじくい場をは、 
シャツターボタンを半押しすると AF 補助 
光が自動的に発光し、ピント合わせがで 
きるようにします。 


'ま意 

• AFli 巧光での測 S 巨可能範囲は、約 0.7~9 m です。 （50 mm レンブ f 吏用時、当社試験条件に 


よる） 


•カメラを構えたときに、 AF 補助光発光部を覆わないようにしでください。 

• AF 補助ホは、 AF マクロブーム 3 X -1 X および焦点距離 300 mmJiLh のレンズ(ズーム巧のレ 
ンズを除 <) では発光しません。 


汪意 

•手袋をはめたままカメラを持つと、グリップセンサーに触れていても、アイスタートは 
作動しません。この場さはシャッターボタンを半押し（途中まで軽 < 押すこと）してくだ 
さい。 



•カスタムカード Xi を使うと、グリップセンサーに触れなくてもアイスタートさせることが 
できます。 
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表示部 


原因 


処置 


P 〇 

，で加己？？ 

<SL 马 


〇 nnn j 3 、巧' 

ICUUU_ C L 二 A; 


被写体が巧るすぎる、ま 
たは暗すぎてカメラの測 
光範囲を越えています。 


-- n 被写体が巧るすぎる、ま 

ミぶ3加 巧； たは暗すぎて使用レンズ 

-ミ^ の较り値、シャツター速 

P ミ (？ 日日にミ？と 度の範囲を越えています。 


A □ 

[。。。ご?!ぶ 


A ミ!？日日に？沿 


S □ 

が。。。ミ稻 


SI ? 口日ロ ミ 3.5 ミ 


被写体が明るすぎる、ま 
たは暗すぎてシャツター速 
度の範囲を越えています。 


被写体が巧るすぎる、ま 
たは暗すぎて使用レンブ 
の絞り値の範囲を越えて 
います。 


被写体が明るすぎるとき 
は、 ND フィルターを使う 
か、被写体が暗くなるよ 
うじします。巧写体が暗 
すぎるときは、フラッシ 
ュ撮影を斤なうか、被写 
体が明るくなるようにし 
ます。 


シャッターま度が点滅し 
ないように絞り個を変更 
します。 


絞り値が点滅しないよう 
にシャツター速度を変更 
します。 


P/A/S/M 


^ / A 


民 / S 


ハ ニ カム パターン測光での露出補 
正設定中（ファンクションボタン 
を押した後、設を完了まで) （ P .35) 


中央重点的平だ)測光での露出補正 
設を中（ファンクションボタンを 
押した後、設を完了まで） （ P .36) 


スポット測光時、 AE ロックボタ 
ンを押している間 ( P .38) 


_カメラの状態 

Mi - ド設を時 ( P .28) 


_ I の表 7 F 巧容 

カメラが測光した露出値を基準 (0) じして、撮 
影をが設定したシャツター速度と絞り値による 
露出値を表示 

中央重点的平巧測光による露出値を基を （ 0 ) じ 
して、14分割/、ニカムバターン測光による雷出 
値仲央重点的平巧測化じよる露出値との差）を 
表示 

※撮影をが設をした露出補正みも含む 
撮影をが'設をした露出補正量を表示 


AE ロックボタンを押して固をした測光値を基 
準 (0) にして、構図ををえた後のスポット測光 
フレーム内の測光値(固をした測光値との差）を 
表示 




A / S モ—ド設を時 
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電池に関する'ま意 （ リチウム電池の場合) _ 

•電巧を义の中へお入したり、あ電、シヨート、分解、加熱したりすると、発熱、 
破裂、発义の原因となり非常に危険ですので絶巧にしないでください。 

•コイン型電あは幼児の手のちかないところへ巧营してください。方一飲み込んだ 
ときは、直ちに医師にご相談ください。 

• 電;せの性能は低温下では低下します。寒いところで巧用するときは、カメラを保温しなが 
ら撮影してくださし、。常温に戻せば電池の性能は回復します。 

■長期間のお斤やぎい巧では、予備の電池をご用意ください。 

•撮影可能本数 (P.73 参照）はカメラのほい方、使用温度によってをわります。表記の値より 
少なくなることもありますので、巧か旅斤や寒いところでカメラをご使用じなる場合は、 
予備の電池を用意されることをおすすめします。 

■電池に記載されているま意事項をずってください。 

• 長期間使用しないときは、電巧を抜き取って f 呆管してください。 

使用)丑ふ J 又:(し■つし、又 __ 

この カメラ の 使用温度範囲は-20 〜 50でです。 

•日付写し込み機能は、〇〜50での筆ち囲で f 妾用することができます。0でた!下では写し込め 
ないことがあります。 

■直身才日ホ下の車の中など、極度の高温下にカメラを放置しないで〈ださい。故障の原因に 
なります。 

■巧晶表示は、せ温下で反応がやや遅くなったり、60でぐらいの高温下で表示が黒くなっ 
たりすることがありますが、常;届に戻せば正常に作動します。 
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•カメラに急激な温度を化を与えると内部に水滴を生じる危険せがあります。スキー場の 
ような寒い屋かから暖かい室巧に持ち込む場爸は、寒い屋外でカメラをビニール袋に乂 
れ、袋の中の空気を絞り出して密閉します。その巧、室内に持ち込み、周囲の温度にな 
じませてからカメラを取り出してください。 

そのイ也の注意_ 

カメラは精密樓械です。取り扱いじはご-ま意ください。 

■シャッター幕、ミラー、レンズの信号接点などじ傷がつかないようじ気をがけてくださし、。 

このカメラは防水構造ではありません。 

•万一水にめれたときは乾いたホで水をふき取り、すみやかに当社サービスセンターまたは 
サー ビス ステー シヨンにお持ちください。 

このカメラの内部には高電圧回路がありますので、絶がにみ解しないでください。 

•故除したときは、'丘、ず当社サービスセンターまたはサービスステーシヨンにお持ちくださし、。 

• 空港の手荷物検査を受けるとき、フイルムがカメラの中に入っているとX線でフイ ルしが 
感光してしまうことがあります。検査官にフイルムの入ったカメラであることを伝えて、 
X線の照射を避けてください。 

•このカメラでは、コントロールグリップ GG-1000、 データレシーバ ーDR-1000 は使用でき 
ません。 

•カメラに異常が生じているとき、ボディ表示部に"户"と表示されたり、まったくカメ 
ラが動かなくなってしまうことがあります。このような場合は、電ミ也を一度取り出して乂 
れ直してくださし、。それでも直らない場合、また何度も繰りあして"が L 户"が出る場合は、 
おおくの当社 サー ビスセンターまたは サー ビス ステーシヨン にわ問い合わせくださし、。 


•このカメラの機能を-活用していただくためには、当れお自のノウ n ウによりボディ特性に 
適合するように設計-製造管埋されているレンズおよび付属品の使用をおすすめします。 


当ネ±製品]^^七のィ寸属品を単に装着できるというだけでぉ使ぃじなる場合、いかなる事象が 
生じるかじついては予想いたしかねます。 



•万一、このカメラをほ用中に、撮影できなかったり、不具合が生じた場合の補僧について 
はご容赦くださし、。 
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手入れと保管のしかた 

ピ; う離; i; 盛燕をを礙聽這3 絲巧^為巧が’; V 亡!^:!; 挺 能を を i たも’.;^:’’ .’^ 二.::盛 祕浮機 f を ミが が逆 琴 華兰:成; 涕馈を iiS! を! 裝鷄拍濟撰:お:’繊於技おが も‘;為 織 is な辨盤相潔始お .群 線殊な時磯 的 


主な性能 


手入れのしかた _ _ 

カメラボディを清掃するとき 

柔らかいきれいな布で軽くふくか、市販のブロアブラシでホコリをかき飛ばしてください。 
とくにあ辺で使ったおは' 真水を少量浸したホで塩分をふき取り、乾いたホでよくふいて 
乾かしてください。 

レンズやフイルム室内を清掃するとき 

ブロアでほこりを除き、柔らかいきれいなホで辑くがき巧ってください。巧れがひどい場 
合は' 当社 サービスセンター、サービスステーションに お持ちくださし、。 

♦シンナー' ベンジンなどのを機-溶剤を含むクリーナーは絶がに使わないでください。 

•巧れがひどいときは、当社サービスステーションじお持ちください。 

保管のしかた__ _ 

カメラケースをが し、風をしの良いところに置いてください。湿気の多い時期には、ポリ 
エチレン袋などに乾燥剤と一緒じ入れるとより安全です。長期間な用しない場合は、フイ 
ルムと電油を巧いてください。 

• 防虫剤の入ったタンスなどには入れないでください。 

•長期間使用しないと、カビがはえたり' 故障の原因になったりすることがあります。とき 
どきシャッターを切るようにし' また使用おには整備点検されることをも'勧めします。 

アフターサー ビスについて_ _ 

• 本製品の補修用性能部品は、生産終了を10年間を目をじな有しています。 

■ア フタ - サ—ビスに ついては、 「アフターサービス のごま内」じ詳しく記載していますの 
で、ご覧ください。 


• 才ートフォーカス方式ち式： TTL 位す目差検出方ホ検出素子： CCD ラインセンサー 

お出範囲： EV-1 〜 19(150 100) AF 制御自動切り替え動体予測 
フォー カス制御 

• AF 補助光 低輝度かつ低コントラスト時自動発光ま用フラッシュ装着時电、要 

に応じてフラッシュの内蔵 AF 補助光に自動切り替え 


作動距離範囲：約 0.7~9m 

•測ホちま TTL 開放測光多々割測光(測光値ファジィ演算）スポット測光 

中央重点的平巧測光ま用フラッシュ巧用時は TTL ダイレクト測光 
受ホ素子：多々割/、ニカムパターン SPC (シリコンフォトセル） 
フラッシュ光調ホ用 SPC 測ホ範囲： EV0 〜20スポット測光時 
は EV3 〜 20(130 100、 F1.4 レンズ） 

•シャッター 電子制御ま縦走り フォー カルプ レー ンシヤッ ター 

シャッター 患妄： 1/12000〜30秒バルス新品電巧使用で約6時間） 

フラッシュ同調最高速を：1/300秒 

ワイヤレスフラッシュ撮該時は1/60秒 （ レシオ時は1/30巧） 


■ファ イ ンダー 


• フォーカシング 
スクリーン 
•フイルム感度設定 
•使用電池 

♦撮影可能本数 
■大きさ-重さ 


透過型巧晶表不付■き全面アキユートマット 

視野率：縦 92%X 横94%倍率： 0.75倍 (50mm レンズ、…位置） 

視度調整：一 2.5 — 1-0.5 diopt. 

アイポイント ：22.6mm (接眼枠より 18.5mm) 

全面アキユートマ' ソ ト (G 型）サービスセンター.サービスステーシヨン 
にて方眼マット式 (L 型）または目盛線式 (S 型)に交換可能 
自動設定：に0 25〜5000手動設定：旧0 6〜64001/3ステップ 
6V リチウム電池 (2CR5) 1個 
(クオーツデート用 CR2025 電;か個） 

約50本に4枚撮りフイルム使用、巧品電巧使用） 

163(幅) X98.5( 高さ） X64( 奧斤き) mm 
755g (電池別、クオーツデート用電巧■含む） 
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本書に記載のせ能は当社試験を件じよります。 

本書に記載のせ能わよびか留は、都をにより予告なくを更することがあります。 
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O グリップセンサー (66) ⑩メインスイッチ 

0セルフタイマーランプ /AF 補助光発光部のストラップ取り付け部 


(41, 67) 

©ワイドビューファインダーボタン (52) 
〇前ダイヤル 
©シャッターボタン 
0 力ードキー(61) 

©ボディ表示部 (76) 

0才—トロックアクセサリ—シュ— 
©プログラムセットボタン （12) 


⑩シンクロターミナル (57) 

⑩フラッシュ強制発光ボタン (58) 
⑩裏ぶた開放レバー 
⑩レンズ交換ボタン (5) 

⑩フォーカスモードスイツチ (20) 

⑩ ミラー* 

⑩ AF レンズ信号接点* 

⑩プレビュ ー( 絞り込み）ボタン (49) 
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© の饭⑩@⑩ 


® を 


⑩アイピースカップ (3) 

めファインダー， (77) 

@アイセンサー -(66) 

@視度調整ダイヤル (9) 

攻 AE □ックボタン(29, 37, 60) 
@Q (クイック）ボタン (44) 
©巧ダイヤル 

@ファンクションボタン (14) 
©フイルム確認窓 
©フイルム圧着板’ 

⑩裏ぶた信号接点¬ 
の力一 ドホルダー 
@電巧室 (4) 

贷フイルム先端マーク (6) 
⑩兰脚ねじ穴 
©DX 接点， 

贷シヤッター幕* 


力ードホルター内 


©セルフタイマー/をき上げモード 
ボタン (40, 41) 

⑩ Q アジャスト（設定:）ボタン (44) 

⑩途中卷き戻しボタン (8) 

⑩フイルム感度設定ボタン (50) 

⑩力ードイジ I クト(取り出し）レバー (61) 
⑩力ードアジャスト（設を)ボタン 
⑩リモートレリーブターミナル (30) 
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< ファインダー表示部 > 


スクリーン內表示 

〇ファンクシヨン1表示 

IMODEK :撮影モ-ド表示 (22) 

I V - 卜:露出補正表示。 4) 

©前ダイヤルマーク 
€) ファンクシヨン2表示 

- 1 こ-] I : フォー カスエリア表示 (16) 
'T^n :測光方ま表示。 1) 

〇ワイドビューファインダー表示 (52) 
©ワイドビューファインダー撮影画枠 
@後ダイヤルマーク 
0 ワイドフオーカスフレーム 
(カメラ横位置用） 

〇ワイドフオーカスフレーム 
(カメラ縦位置用） 

©ハ‘ノラマフレーム (64) 


⑩測光インジケーター (69) 

⑩マニュアルフオーカス表示 (20) 

⑩□-カルフオーカスフレーム （17) 

⑩ スポット測光フレーム(32, 38) 

スクリーン外表示 

⑩フラッシュ撮影表示 (58) 

⑩フラッシュ充電完了/調光確認表示 (58) 
⑩フォーカス表示 (11) 

⑩撮影モード表示 (22) 

⑩シャッター速を/フイルム感度/ 

口ーカルフオーカスフレーム表示 
⑩ 露出補正マーク (30) 

⑩絞り値/露出補正表示 
の AE ロックマークロ 7) 

©測光ち式表示 (31) 


-F=h 


を部のをが 


<ボディ表示部> 





む撮影モード表示 (22) 

P / Pa / Ps :プログラムモード 
A :絞り優先モード 
S： シャッター速を優先モード 
M :マニュアルモード 
をフォーカスエリア表示 (16) 

ILJJ :ワイドフォーカスエリア 
I - I : 口ーカルフォーカスエリア 
互電;也容量表示 (4) 

.车セルフタイマー表示 (41) 

をきき上げモード表示 (40) 


□ 

H 

4 


1 コマ撮影 
連続撮影 H (高连） 
連続撮影 L (低速） 


置フイルムカウンター 
ぶ フイルムマー ク 
憂パトローネマーク 
独露出補正マーク 
近;力ード表示 
霞'； II 恍モ式表示 (31) 

:14分割 ハニ カムバターン測光 
:中央重点的平ち)測ホ 
rri :スポット測光 
適シャッターを度/フイルム感度/ 
口ーカルフオーカスフレーム表不 
盈露出巧正表示 (34) 

あフイルム感を表示 (50) 

宽セッ トマー ク 


度おり値/露出補正値表示 


0 〇 


イ ：-:1 

WI 

4 宙 1 



IDE 


© 


^^1 




rnuJJ 


rnuJJ 


團 


邮 Ih ⑩ 


瓜 

-⑩ 


坦— 

日， 

卵 

日 

IV 

⑩ 


〇⑩ ⑩ e 


，瓜 


⑩ 


@ @ ⑩ © 
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